
 

 

 

物  質  名 2,4-ジニトロフェノール（及び Na 塩） ＤＢ－19 

別  名 1-ヒドロキシ-2,4-ジニトロベン

ゼン 
CAS 番号 51-28-5 
PRTR 番号 第 1 種 158 
化審法番号 3-797 

構 造 式 

 

分子式 C6H4O5N2 分子量 184.11 
沸点 昇華性 1) 融点 112～114℃ 1) 
蒸気圧 3.9×10-4 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 7.53 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.67 3) 水溶性 2.79 g/L（20℃）2) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性   発発発がががんんん性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 45 mg/kg 4)  
 ラット 経口 LD50 30 mg/kg 4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、2.7～10、5.4～20、13.5～50、27～100 mg/kg/day を 6 ヶ月間混餌投与した結果、

2.7～10 mg/kg/day 以上の群で腎臓重量の有意な増加、13.5～50 mg/kg/day 以上の群で体重増加

の有意な抑制、27～100 mg/kg/day 群で心臓重量の有意な減少を認めたが、組織の病変はみら

れなかった。また、13.5～50 mg/kg/day 以上の群では体脂肪の減少がみられた 5,6）。これらの

結果から、LOAEL は 2.7～10 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、3、10、30、80 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した結果、30 mg/kg/day 以上で

自発運動の低下及び流涎、80 mg/kg/day 群で腹臥姿勢、浅速呼吸、眼瞼下垂、歩行時の這い

ずり姿勢、下腹部被毛の汚れ、死亡率の増加、体重増加の抑制及び腎臓皮髄境界部の石灰化

がみられ、肝臓相対重量の有意な増加を認めた。さらに、雄ではヘモグロビン量、ヘマトク

リット値及び平均赤血球色素量の有意な増加、腎臓相対重量の有意な増加を認め、脾臓の髄

外造血巣の減少による赤脾髄の萎縮がみられた 7) 。これらの結果から、NOAELは 30 mg/kg/day
であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、20 mg/kg/day を交尾前 8 日間及び交尾、妊娠、授乳期間を通して強制経口投与し

た結果、20 mg/kg/day 群で死産率及び授乳期間の仔の死亡率に有意な増加を認めた 8)。 
・マウスに 0、125 mg/kg/day を妊娠 8 日目から 12 日目まで強制経口投与した結果、母マウスの

体重に有意差はみられず、吸収胚の発生率、出生仔数、生後 1 日及び 3 日生存率及び仔の体

重にも有意差を認めなかった 9) 。 
・マウスに 0、26、38 mg/kg/day を妊娠 10 日目から 12 日目まで強制経口投与した結果、38 

mg/kg/day 以上の群の母マウスで興奮性の増大及び体温上昇（発生率等の詳細不明）が現れ、

吸収胚の発生率に増加がみられたが用量依存的ではなく、他の異常もみられなかった 10) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・経口摂取で基礎代謝率が上昇し、熱感、発汗、体重減少、心拍数の増加、呼吸数の増加、体

温上昇の症状が現れ、顆粒球減少症、好中球減少症及び顆粒球減少性アンギナの発症、皮膚
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炎がみられる 11) 。 

・減量を目的として本物質の Na 塩 4.4 mg/kg/day（平均）を 88 日間（平均）経口摂取した 170
人の患者で、基礎代謝率の上昇及び体重減少がみられ、このうち 1.2 mg/kg/day を平均 14 日

間投与された患者 37 人で 1 週間あたり 0.43 kg の体重減少がみられた。また、3.5 mg/kg/day
以上を 6 週間以上投与された 100 人では、18 人で末梢性神経炎、23 人で皮膚のかゆみ、蕁麻

疹、斑点状の丘疹が現れた 12) 。 
・減量を目的として本物質及び本物質の Na 塩を経口摂取した 100 人以上の患者（投与期間の詳

細不明）の調査で、患者の 1％以上に白内障が現れた。本物質及び本物質 Na 塩の投与量の詳

細は不明であるが、通常の治療で使用される量から、患者は少なくとも 2 mg/kg/day を投与さ

れたと推定された 13) 。 
・ 本物質の蒸気及び粉塵の暴露を受けるか本物質の液体に直接皮膚を触れた労働者で死亡が報

告されており、死亡前には極端な疲労感、40℃以上の発熱、大量の発汗、喉の渇き、努力呼

吸等の症状が現れた。なお、死亡数、暴露期間、暴露濃度は報告されていない 14) 。 
・米国の化学工場で、霧状及び粉塵状の本物質に 2、3 ヶ月間暴露した 2 人の労働者で、発熱、

大量の発汗、不安感が現れ、治療のために休職したが、職場復帰後に再び本物質の暴露を受

けて虚脱状態となり、死亡した。死亡後に作業場の濃度を測定したところ、通常で最低 40 
mg/m3 であったが、同値は吸入された濃度よりも低い可能性が指摘された。また、本物質が

皮膚からも吸収された可能性も示唆された 15) 。 
・減量の目的で本物質の Na 塩 3.3 mg/kg/day を経口摂取した女性で、投与後 14 週間目に妊娠が

確認され、その後さらに 45 日間投与が続けられた結果、大量の膣出血を起こし、流産した。

また、呼吸数及び心拍数の増加、体重の減少、代謝率の上昇、末梢性神経炎がみられた 16) 。

・減量の目的で本物質の Na 塩を経口摂取した患者で、アルブミン尿、空腹時血糖値の中程度の

上昇、抹消神経炎、白内障がみられ、患者の 20％で皮膚のかゆみ、丘疹、斑点状丘疹、蕁麻

疹、腕及び足の腫れ及び発赤、脱毛もみられた。また、基礎代謝率の上昇がみられ、3.4 
mg/kg/day（平均）を 37 日間（平均）経口摂取した 59 人で、770 g/week（平均）の体重減少

がみられた。さらに、高血圧症の患者では血圧の低下がみられた 5,6) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH  －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 2.7～10 mg/kg/day（腎

臓重量の増加）の低い方の値を採用し、短期間であるために 10 で除し、さらに LOAEL である

ために 10 で除した 0.027 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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